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研究成果の概要（和文）： 

この研究では，位置関係などの空間の情報処理における脳の機能について検討
した。上下などの質的空間関係は左右半球で統合的な処理を行うことを明らか
にした。一方，1.4cm などの量的空間関係では左右半球の相互作用を出来るだけ
抑え，処理を分離させることで効率的に処理されることが示された。これらの
結果から空間の情報処理の違いによって，脳の情報処理の様式がダイナミック
に変化することが分かった 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

The present study investigated the processing of spatial relations in the 

cerebral hemispheres. We found that the left and right hemispheres divided 

the processing of categorical spatial relations across the hemispheres whereas 

they tended to integrate that of coordinate spatial relations, suggesting that 

the hemispheres dynamically couple or uncouple their processing with regard 

to the type of spatial relations.  
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１．研究開始当初の背景 
これまでの研究から空間関係の情報処理に
大脳半球機能差があることが知られている。
しかし，われわれの情報処理で，どちらか一
方の半球だけが選択的に使用される訳では
ない。それぞれの半球の情報処理を統合し，
いわばひとつの統覚が生じているといって
良いだろう。つまり，より現実に近い情報処
理について考えるには，両半球の情報処理を
統合的にとらえる必要がある。このような観
点から，申請者は自身がこれまで行ってきた
空間関係の大脳半球機能差の研究を発展さ
せ，大脳半球相互作用という視点から再検討
することを考えた。そして，空間関係に関す
る左右半球の働きを統合的に説明するモデ
ルを構築し，実証的な検証を行うことを計画
した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，空間関係の視覚情報処理に
おける大脳左右半球の相互作用を明らかに
することである。本研究のテーマである空間
関係の情報処理についても申請者は大脳半
球機能差の観点から重点的に研究をしてき
た(Okubo &Michimata, 2002, 2004). 空間関
係には，(1) 質的空間関係，つまり，物体間
の関係を上下，左右などのカテゴリーとして
記述するもの，(2) 量的空間関係，つまり，
2cm 離れているなど物体を数量的に空間座
標軸上で記述するものの２つがある。本研究
において申請者は上述のように空間関係を
質的空間関係と量的空間関係のふたつに分
類し検討を行った。この検討にあたり，質的
空間関係は左右半球で統合的な処理を行う
ことで効率的に処理されるという仮説をた
てた。一方，量的空間関係は左右半球の相互
作用を出来るだけ抑え，処理を分離させるこ
とで効率的に処理されるという仮説をたて
た。 
 
３．研究の方法 
本研究では上述の仮説を，実証的な手段を用
いて評価した。仮説の検討にあたり，行動実
験を用い相互作用の機能的側面を，そして脳
画像計測により機能と神経機構との関連に
ついて検討をおこなった。反応時間測定を中
心とした行動実験では，線画を用いたマッチ
ング課題行いモデルを評価した。マッチング
課題では，半視野呈示法を用い左右それぞれ
の半球内のにおける情報処理ならびにそれ
に与える注意に影響を詳細に検討し，課題の
調整を行った。このような調整をへて，最適
化された課題を用い，線画刺激の視野間提示
条件と視野内提示条件を比較し，大脳半球相
互作用について検討した。一方，脳画像計測
では，行動実験で慎重に最適化した課題を用
い，ブロックデザインによる半球間比較と半

球内比較における脳活動の比較検討を行っ
た。脳画像の計測の機能的 MRI を使用した。 
 
４．研究成果 
行動実験及び脳画像計測の実験の結果，質的
な空間関係の処理は，左右半球で統合的な処
理を行うこと，一方，量的空間関係は左右半
球の相互作用を出来るだけ抑え，処理を分離
させることで効率的に処理されることが明
らかになった。また，これらの成果を上げる
ために行った予備的な研究から，空間関係の
情報処理における視覚的注意の働きについ
ても新たな発見があった。具体的には，注意
の範囲を狭めると質的な空間関係の処理が
促進され，その範囲を広げると量的空間関係
の処理が促進されることが分かった。これら
の結果は複数の英語論文として国際的に評
価の高い学術論文誌に掲載された。 
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